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● 専攻横断型講義
（各テーマ）

各専攻の学問領域における
概念や理論を用いて社会の
課題を解決するために求め
られる知識や技能を活用で
きる。

周囲の人間や社会
情勢の意義・評価に
関する鋭い感受性
を持っている。

社会的伝統の尊重から一歩先に進
む創造力、伝統への深い理解と洞
察にもとづきながら果敢に新しい
社会領域に主体的に挑むことがで
きる。

個人をこえ、集団や、よ
り大きな社会、世界を
視野にふくめてものご
とを考えることができ
る。

1 12 2 1 2 3
DP3（主体的な態度）DP2（思考力・判断力・表現力等の能力）

グローバル社会における多
様な価値観やものの見方に
柔軟に対応する中で、他者
の意見を傾聴し、自らの考
えを発信することができる。

社会的現実への的確な観
察と理論的知識にもとづ
き、考動力を基盤として問
題を解決し、新たな価値を
創出することができる。

DP1（知識・技能）

教養教育を基礎に専門教育を修めること
を通して、理論と実際を学び、専門性と総
合力をバランスよく身につけ、その学び
のなかで得た「考える力」と現実の社会
のなかで「生きていく力」を発揮できる。

社会学部（社会学専攻）カリキュラムツリー

● 共通教養科目 ● 外国語科目

● 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

● 基礎研究Ⅰ・Ⅱ

● 基礎演習

● 専門演習Ⅰ・Ⅱ

● 社会学総論Ⅰ・Ⅱ

● 社会学テーマ演習

● 社会学外国文献講読 ● 社会学特殊講義Ⅰ～Ⅷ

● 基礎社会学Ⅰ・Ⅱ 情報処理関連科目社会のしくみ

社会問題と福祉
● 情報処理演習Ⅲ
● 情報処理演習Ⅱ

社会調査関連科目

● 社会調査演習
● 社会調査実習
● 社会学研究法a・b

● 社会調査入門
● 社会調査論
● 計量社会学

● 現代社会論Ⅰ・Ⅱ
● 産業社会学
● 社会システム論

● 情報処理演習Ⅰ
● 情報処理基礎演習

● 理論社会学Ⅰ・Ⅱ
● 家族社会学Ⅰ・Ⅱ
● 都市社会学
● 国際社会学Ⅰ・Ⅱ
● 社会階層論
● 社会変動論
● 社会学概論Ⅰ・Ⅱ
● 社会的ネットワークと社会システム
● 組織と社会的ネットワーク
● コミュニティの比較社会学

● 福祉社会論
● 社会保障論

● 社会病理学Ⅰ・Ⅱ
● 社会福祉概論
● 地域福祉論
● 社会福祉政策論
● ソーシャルサポート論
● 環境社会学Ⅰ・Ⅱ
● 差別と社会Ⅰ・Ⅱ

文化と社会関係

● 大衆文化史
● 教育社会学Ⅰ・Ⅱ
● 文化社会学Ⅰ・Ⅱ
● 文化人類学Ⅰ・Ⅱ
● 社会心理学Ⅰ・Ⅱ
● 情報メディア論
● 情報社会論
● メディア文化論
   メディア史
   ジャーナリズム史

● インターネット・
 コミュニケーション論
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年
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次

各専攻の学問領域における
概念や理論を用いて社会の
課題を解決するために求め
られる知識や技能を活用で
きる。

周囲の人間や社会
情勢の意義・評価に
関する鋭い感受性
を持っている。

社会的伝統の尊重から一歩先に進
む創造力、伝統への深い理解と洞
察にもとづきながら果敢に新しい
社会領域に主体的に挑むことがで
きる。

個人をこえ、集団や、よ
り大きな社会、世界を
視野にふくめてものご
とを考えることができ
る。

1 12 2 1 2 3
DP3（主体的な態度）DP2（思考力・判断力・表現力等の能力）

グローバル社会における
多様な価値観やものの見
方に柔軟に対応する中で、
他者の意見を傾聴し、自ら
の考えを発信することがで
きる。

社会的現実への的確な観
察と理論的知識にもとづ
き、考動力を基盤として問
題を解決し、新たな価値を
創出することができる。

DP1（知識・技能）

教養教育を基礎に専門教育を修めるこ
とを通して、理論と実際を学び、専門性と
総合力をバランスよく身につけ、その学
びのなかで得た「考える力」と現実の社
会のなかで「生きていく力」を発揮でき
る。

社会学部（心理学専攻）カリキュラムツリー

● 共通教養科目 ● 外国語科目

● 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

● 基礎演習Ⅰ・Ⅱ

● 基礎研究Ⅰ・Ⅱ

● 心理学総合研究Ⅰ・Ⅱ

● 入門心理学Ⅰ・Ⅱ

● 初級心理学
  実験実習

● 中級心理学
  実験実習

● 上級心理学
  実験実習

● 専門演習Ⅰ・Ⅱ

● 差別と社会Ⅰ・Ⅱ
● 社会学概論Ⅰ・Ⅱ
● 経済原論Ⅰ・Ⅱ

● 基礎社会学Ⅰ・Ⅱ

中核的な領域の科目

● 認知神経科学
● 神経・生理心理学
● 健康心理学
● 心理学的支援法
● 心理的アセスメント

● 学習・言語心理学
● 異常心理学
● グループ・ダイナミックス
● 産業・組織心理学
● 社会的認知
● 知覚・認知心理学
● 実験心理学
● 臨床心理学概論
● 対人心理学
● コミュニケーション心理学

教育

● 教育・学校心理学

● グループ・ダイナミックス
● キャリア心理学Ⅰ･Ⅱ
● 教育相談（カウンセリング）
● 教育心理学
● 発達心理学

産業場面

● 環境心理学
● 消費心理学

● 産業・組織心理学
● 意思決定の心理学
● ビジネス心理学
● グループ・ダイナミックス広告・文化

● 文化心理学
● 広告心理学
● 消費心理学

● ビジネス心理学

方法論

● 心理学特殊講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

● 情報処理演習Ⅰ
● 情報処理基礎演習
● 心理学統計法

● 心理学実験
● 心理測定論
● 心理調査法
● 心理学研究法
● 情報処理演習Ⅱ・Ⅲ

基礎的な科目

● 実験心理学
● 社会心理学Ⅰ・Ⅱ
● 心理学概論

● 知覚・認知心理学
● 感情・人格心理学

臨床・福祉

● 健康・医療心理学
● 精神疾患とその治療
● 障害者・障害児心理学
● 福祉心理学
● 関係行政論
● 法と心理学

● 司法・犯罪心理学
● 人体の構造と機能及び疾病
● 公認心理師の職責

集団・対人

● 対人心理学
● 産業・組織心理学
● グループ・ダイナミックス

● 社会・集団・家族心理学

● 外国文献研究Ⅰ・Ⅱ● 心理演習

● 心理実習

● 心理学データ解析演習Ⅰ・Ⅱ
● 応用心理測定論

● 専攻横断型講義（各テーマ）

●心理学特殊講義V  



1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

各専攻の学問領域における
概念や理論を用いて社会の
課題を解決するために求め
られる知識や技能を活用で
きる。

周囲の人間や社会
情勢の意義・評価に
関する鋭い感受性
を持っている。

社会的伝統の尊重から一歩先に進
む創造力、伝統への深い理解と洞
察にもとづきながら果敢に新しい
社会領域に主体的に挑むことがで
きる。

個人をこえ、集団や、よ
り大きな社会、世界を
視野にふくめてものご
とを考えることができ
る。

1 12 2 1 2 3
DP3（主体的な態度）DP2（思考力・判断力・表現力等の能力）

グローバル社会における
多様な価値観やものの見
方に柔軟に対応する中で、
他者の意見を傾聴し、自ら
の考えを発信することがで
きる。

社会的現実への的確な観
察と理論的知識にもとづ
き、考動力を基盤として問
題を解決し、新たな価値を
創出することができる。

DP1（知識・技能）

教養教育を基礎に専門教育を修めること
を通して、理論と実際を学び、専門性と総
合力をバランスよく身につけ、その学び
のなかで得た「考える力」と現実の社会の
なかで「生きていく力」を発揮できる。

社会学部（メディア専攻）カリキュラムツリー

● 共通教養科目 ● 外国語科目

● メディアと社会
● メディア研究方法論

● メディア・リテラシー論
● 基礎社会学Ⅰ・Ⅱ

●入門心理学Ⅰ・Ⅱ 

●情報処理基礎演習

● 情報処理演習Ⅰ
●映像基礎実習 

● 寄附・連携講座（各テーマ）

● 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

● メディア総論

● 基礎研究Ⅰ・Ⅱ

● 文章演習

● 基礎演習

● 専門演習Ⅰ・Ⅱ
●メディア特論A・B 
● マス・コミュニケーション特論A
● マス・コミュニケーション特論B
● コミュニケーション特論

メディア文化系広告・広報系メディア・ジャーナリズム系 インターネット・コミュニケーション系

● メディア外国文献講読
● 広告と社会
● コミュニケーションと言語
● メディア・セミナーB
● メディア・セミナーA

● メディアと音楽
● フォトグラフィ・
　スタディーズ
● メディアとスポーツ
● 放送論
● メディア表現論
● メディア史
● メディア文化論

● メディア外国文献講読
● コミュニケーションと言語
● 広報論
● 広告と社会
● メディア・セミナーA

●  時事問題研究Ⅰ・Ⅱ
● コミュニケーション論
● 広告クリエイティブ論
● 広告コミュニケーション論

● 

メ
デ
ィ
ア
企
画
演
習

 

（
音
楽
）

● 

メ
デ
ィ
ア
制
作
実
習
Ｂ

● 

メ
デ
ィ
ア
調
査
実
習
Ⅰ・Ⅱ

● 

メ
デ
ィ
ア
制
作
実
習
Ｂ

● 

メ
デ
ィ
ア
制
作
実
習
Ａ

● 

メ
デ
ィ
ア
企
画
演
習

 
（
広
告
）

● 

メ
デ
ィ
ア
調
査
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

● 

映
像
応
用
実
習

● 

文
章
応
用
実
習

● 

メ
デ
ィ
ア
調
査
実
習
Ⅰ・Ⅱ

● 

メ
デ
ィ
ア
制
作
実
習
Ｂ

● 

メ
デ
ィ
ア
制
作
実
習
Ｃ

● メディア
 外国文献講読
● コミュニケーションと
 言語

● 情報処理演習Ⅱ・Ⅲ
● 情報の法と倫理
● 情報社会論
● 情報メディア論
● メディア史
● コミュニケーション論
● マスコミュニケーションの効果

● メディア
 外国文献講読

● 時事問題研究Ⅰ・Ⅱ
● 放送論
● 世論とマスコミュニケーション
● ジャーナリズム史
● 地域社会とジャーナリズム
● ジャーナリズム論
● マスコミュニケーションの効果
● ニュース英語
● マスコミ・セミナー

 ● メディアと技術 ● メディアの法と倫理 ●メディア産業論 ●メディアとジェンダー

● 差別と社会Ⅰ・Ⅱ
● 社会学概論Ⅰ・Ⅱ
● 経済原論Ⅰ・Ⅱ

 

● 専攻横断型講義
 （各テーマ）

●  映像コミュニケーション
●  国際コミュニケーション論

●  インターネット・
 コミュニケーション論
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各専攻の学問領域における
概念や理論を用いて社会の
課題を解決するために求め
られる知識や技能を活用で
きる。

周囲の人間や社会
情勢の意義・評価に
関する鋭い感受性
を持っている。

社会的伝統の尊重から一歩先に進
む創造力、伝統への深い理解と洞
察にもとづきながら果敢に新しい
社会領域に主体的に挑むことがで
きる。

個人をこえ、集団や、よ
り大きな社会、世界を
視野にふくめてものご
とを考えることができ
る。

1 12 2 1 2 3
DP3（主体的な態度）DP2（思考力・判断力・表現力等の能力）

グローバル社会における
多様な価値観やものの見
方に柔軟に対応する中で、
他者の意見を傾聴し、自ら
の考えを発信することがで
きる。

社会的現実への的確な観
察と理論的知識にもとづ
き、考動力を基盤として問
題を解決し、新たな価値を
創出することができる。

DP1（知識・技能）

教養教育を基礎に専門教育を修めるこ
とを通して、理論と実際を学び、専門性と
総合力をバランスよく身につけ、その学
びのなかで得た「考える力」と現実の社
会のなかで「生きていく力」を発揮でき
る。

社会学部（社会システムデザイン専攻）カリキュラムツリー

● 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

● 社会システムデザイン
 総論Ⅰ・Ⅱ

● 基礎研究Ⅰ・Ⅱ

● 基礎演習

● 専門演習Ⅰ・Ⅱ
● 社会保障論 ● 環境社会デザインⅠ・Ⅱ

● 技術史Ⅰ・Ⅱ
● 社会システム論
● 寄附・連携講座（各テーマ）

● ソシオエコノミクス● 経営学Ⅰ・Ⅱ
● 寄附・連携講座（各テーマ）

● 産業社会学　● 社会調査入門
● 計量社会学
● 寄附・連携講座（各テーマ）

● 情報処理演習Ⅰ
● 情報処理基礎演習

● グローバル化のなかの文化と社会
● 国際社会とシステムデザイン
● 国際開発システム論
● 人間開発論
● コミュニティの比較社会学
● 地域再生論
● 社会的ネットワークと社会システム
● 社会変動論
● 社会階層論

● 公共システムⅠ・Ⅱ
● 経済政策Ⅰ・Ⅱ
● 人と仕事の経済学
● 人的資源論
● 経済原論Ⅰ・Ⅱ
● 労使関係論
●  システムデザインリテラシーⅡ

● 労使関係論
● 産業情報システム論
● 産業経済論
● 情報ネットワーク経営論
● 人と仕事の経済学
● 人的資源論
● 産業システム創成論
● 産業社会の歴史と経営
● 人的資源管理論Ⅰ・Ⅱ
● 経営管理論Ⅰ・Ⅱ

● 産業情報システム論
● 情報ネットワーク経営論
● 人と仕事の経済学
● 経済システムデザイン論
● 組織と社会的ネットワーク
● システムデザインリテラシーⅠ

● コンピュータ・プログラム演習
● コンピュータ・コンテンツ制作演習
● 情報処理演習Ⅲ
● 情報処理演習Ⅱ
● システムデザインリテラシーⅢ

● テクノロジーのデザイン
● 失敗とテクノロジー
● 科学技術社会論Ⅰ・Ⅱ
● クリティカル・シンキングⅠ・Ⅱ

● 地域経済システム
● 国際経済システム
● 社会保障論

● 法とビジネス
● 環境とビジネス

● 共通教養科目 ● 外国語科目

● 社会システムデザイン実習Ⅰ・Ⅱ
● 社会システムデザイン特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
● 外国文献講読Ⅰ・Ⅱ

コンピュータ 情報・知識と社会 ビジネス・企業 ネットワークとコミュニティ テクノロジーと人間経済

● 差別と社会Ⅰ・Ⅱ
● メディア史
● ジャーナリズム史

● 専攻横断型講義（各テーマ）

● キャリア心理学Ⅰ・Ⅱ
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